
【様式１】

国
語

・市学力状況調査や市販のワークテストの結果から、漢字の習熟
度に課題がある。漢字テストで８０％程度得点できる児童が、
５０％にとどまる。新出漢字を漢字学習ノートに正確に書き写す
ことができていない児童も多い。
・市学力状況調査の結果から全国の平均と比較して、語彙力が十
分でない児童が多く見られる。作文や日記においても、自分の考
えなどを十分にまとめられない児童が６０％程度いる。

・国語の授業の最初の５分間に、漢字、音読などの基本的な学習
内容を習熟する時間を設ける。
・新出漢字については書き順なども丁寧に指導する。既習漢字に
ついては、ふだんから積極的に使うようにして定着を図る。
・物語文や説明文において、語句の確認を行う際に、辞書などを
使って、語句調べの時間を設ける。

算
数

・市学力調査の結果から、引き算の繰り下がりが定着していない
児童が２０％程度見られる。
・市販のワークテストの結果から、文章問題の理解が十分でない
児童が３０％程度見られる。知識を活用し、問題解決に繋げる能
力が乏しい。

・算数の時間の最初に5分間の計算練習の時間を設ける。単元に合
わせた問題を取り扱い、計算練習を行って四則計算を基本とした
計算力の向上を図る。（ワークテスト平均８０点以上を維持）
・学習プリントを活用し、教科書以外の文章問題にも多く取り組
み、知識の活用ができる力の定着を図る。

理
科

・市販のワークテストの結果から、知識を活用して判断したり表
現したりするが能力が低い（６０％程度）
・実験に意欲的に取り組むことはできるが、授業のワークシート
の様子から、考察することが難しい。

・学習した知識をプリント等で何度も復習し、単元末のワークテ
ストで７０％以上取ることができるようにする。
・自分の言葉で実験結果やまとめを表現できるように、ノートや
ワークシートを活用する。８０％以上記述することを目標にす
る。

体
育

・今年度の東京都統一体力テストの結果において、東京都平均と
比較した場合、特に「２０ｍシャトルラン」において低い数値が
見られた。
・「総合的な標準偏差」においても、全国７．５６と比べ本校は
４．９６と大幅に低くなっている。

・総合的な偏差において、全国偏差の数値７．５６になることを
目指す。そのために、様々な基礎的な体の動かし方を、毎時間の
授業において導入に取り入れ強化していく。
・持久力の強化に努める。授業において、場の設定や授業展開の
工夫を考え、運動量を増やせるようにする。
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